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日本のまんなか

水と緑といで湯の街渋川市

令和 7年 4月 第 2 市長定例記者会見ロ

。日時 令和 7年 4月 11日 (金 )

午後 1時
・場所 市役所本庁舎記者会見室

1 渋川市におけるPFAS対 策についてお知らせします (資料 1)

2 受診率向上のため特定健診や人間 ドックを受診した40歳以上の国保加入者に

渋Payポイントを付与します (資料 2)

3 しぶかわ電子地域通貨 「渋 Pay」 の地域貢献協力金の

活用状況をお知らせ します (資料 3)

4 渋 Payア プ リ相談会を開催 します (資料 4)

5 こんにゃくのPRイ ベン ト「しぶかわ★しらたき大作戦 in白 井宿人重ざくら祭 り」

が開催 されます (資料 5)

4月 19日 (土 )に開催 され る 「しぶかわ桜まつ り」で

「uM・ ェコプロジェク ト Step3」 を実施 します (資料 6)

その他資料提供

・三国脇往還白井宿第32回爾酔の句会を開催 します (資料 7)

○次回開催予定

日時 :令和 7年 4月 21日 (月 )午 後 1時

場所 :渋川市役所本庁舎 2階 記者会見室
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市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 場   所 所  管

4月 7日 (月 )

7:15

10:00

13:00

15:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

小学校入学式

渋川看護専門学襟2025年度入学式

市長定例記者会見

渋川地区 (北 )

小野上小学校

プレヴェール渋川

市役所本庁舎

危機管理室

学校教育課

健康増進課

広報室

4月 8日 (火 )

7:20

10:00

13:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

幼稚園・こども園入園式

渋川地区高等職業訓練校入校式

北橘地区

かに石こども園

渋川地区高等職業訓練
校

危機管理室

学校教育課

広域組合

4月 9日 (フk)

7:15 春の全国交通安全運動に伴う車両広報 赤城地区 危機管理室

4月 10日 (木 )

7:15

17:00

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

叙勲伝達

子持地区

市役所本庁舎

危機管理室

秘書室

4月 11日 (者苫)

7:15

9:00

13:00

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

庁議

市長定例記者会見

小野上地区

市役所本庁舎

市役所本庁舎

危機管理室

政策戦略課

広報室

4月 12日 (土 )

4月 13日 (日 )

10:00

11:OO

令和7年度半田自治会定期総会

渋川地区広域圏小野上処分場連絡協議会定期総会

半田自治会館・喜多集
落センター

市環境学習多目的施設

市民協働推進課

小野上行政センター

4月 14日 (月 )

7:30

15:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

春の全国交通安全運動に係る一斉街頭指導

伊香保地区

市民会館前

危機管理室

危機管理室



市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 場   所 所  管

4月 14日 (月 )

7:30

15:30

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

春の全国交通安全運動 一斉街頭指導

伊香保地区

渋川市民会館前

危機管理室

危機管理室

4月 15日 (火 )

7:15

9:00

春の全国交通安全運動に伴う車両広報

スタートアップミーティング

渋川地区 (南ルート)

市役所本庁舎

危機管理室

政策戦略課

4月 16日 (水)

9:00

14:00

スタートアップミーティング

渋川地域自立支援審査会委員委嘱式

市役所本庁舎

市役所北庁舎

政策戦略課

地域包括ケア課

4月 17日 (木 )

13:30

19:00

スタートアップミーティング

渋川市子ども会育成会連絡協議会総会

市役所本庁舎

市役所第二庁舎

政策戦略課

生涯学習課

4月 13日 (金 )

4月 19日 (土 )

10:00 渋川地区戦没者慰霊禁 渋川地区英霊殿 地域包括ケア課

4月 20日 (日 )

9:00

13:00

猿田彦神社祈願祭

渋川市聴覚障害者福祉協会第50回定期総会

猿田彦神社

渋川ほつとプラザ

文化財保護課

地域包括ケア課

4月 21日 (月 )

9:00

13,00

14:30

19:00

庁議

市長定例記者会見

スタートアップミーティング

渋川市交通指導隊懇親会

市役所本庁舎

市役所本庁舎

市役所本庁舎

ホワイトパーク

政策戦略課

広報室

政策戦略課

危機管理室



資料 1

渋川市におけるPFAS対 策についてお知らせ します

渋川市では、有馬配水池の水源となつている4井戸からPFASが 検出されて

いることを受け、令和 7年 3月 から給水区域内における給水栓 (水道水)での水

質検査箇所を増やしてモニタリングを強化しています。
に、一部地域の給水を隣接する配水区域からの給水となるよう切 り替える

に、抜本的な対策について、水質改善基本計画の策定の中で検討を進めて

ら

も

す

さ

と

ま

と

い

1概  要

渋川市では、行幸田の一部、有馬、人木原及び半田の一部地区に給水をしている有

馬配水池の水源である 4井戸からPFASが 検出されています。この状況を受けて、

令和 7年 3月 から、水質検査箇所をこれまでの ら力所から10カ 所に増や しま した。ま

た、 4月 からは、さらに10カ所を追力日して合計20カ 所のモニタリングを実施すること

でPFASの 監視を強化 しています。

さらに、一部地域の給水を隣接する配水区域か らの給水 となるよう切 り替えます。

合わせて、現在策定中の水質改善の基本計画の中で、代替水源を含む姑応策の検討

を進めています。

2 渋川市における今後の PFAS対 策

(1)モニタリングの強化

給水栓の検査箇所を20カ 所に増や し、監視を強化 します。

(2)短期的対応

半田地区の一部地域の給水を、隣接す る渋川低区配水区域か らの給水に切 り替

えます。これにより、区域全体の給水量を下げ、PFASが 検出されている井戸

か らの取水を抑えるとともに、給水区域の縮小を図 ります。 (令和 7年 5月 中旬

完了予定)                           、

また、有馬及び行幸田地区の一部地域の給水を、接続管の布設により渋川低区

配水区域か らの給水に切 り替える予定です。 これにより、一部井戸か らの取水を

停止するとともに、給水区域の縮小をさらに図 ります。 (令和 7年 12月 完了を 目

標 )

(3)抜本的な姑応

現在策定中で 8月 末に完成予定の水質改善の基本計画の中で、代替水源 を含む

抜本的な対応策の検討を進めています。

給水栓から暫定目標値を超過 した PFASが 検出された場合の対応

有馬配水池からの給水区域住民の不安を解消するため、浄水器購入補助等の姑応を

検討 します。

※区域内の戸数は、約4,500戸 (渋川市全給水戸数の13.8%)

ユ
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l PFASと は

有機 フッ素化合物の うち、ペルフルオロアルキル化合物及びポ リフルオロアルキル

化合物を総称 して 「PFAS」 と呼び、 1万種類以上の物質があるとされています。

PFASの 中でも、PFOS(ペ ルフルオロオクタンスルホン酸 )、 PFOA(ペ ル

フルオロオクタン酸)は、幅広い用途で使用 されてきました。これ らの物質は、難分

解性、高蓄積性、長距離移動性 とい う性質があるため、国内で規制や リスク管理に関

する取 り組みが進められています。

水道水中のPFOSと PFOAは 、令和 2年 4月 1日 から水質管理 目標設定項 目に

設定され、暫定 目標値はPFOSと PFOAの 合算値で 1リ ットル当た り50ng(※ )

となつています。この暫定 目標値は、体重50kgの 人が、一生涯にわたつて毎 日2リ ッ

トル飲用 したとしても、健康に悪影響を生 じないと考えられる水準です。

※ng(ナノグラム)は 10億分の 1グラムです。50ng/Lと は小学校にあるプール (25m
×15m× 1.2m)2杯分の水に耳かき 1杯 (0.05g)を 入れた量に相当します。

2 水道水中の有機フッ素化合物 (PFOS及 びPFOA)の 検査結果について

(1)渋川市では、令和 2年度に県の水道水質監視検査事業で渋川 9号井 (有馬)の
検査を行いました。

その結果、原水で日標値を超過 した数値が検出されたため、給水栓での水道水

の検査を行い、水道水中の日標値を下回つていることを確認 しました。

(令和 2年度検査結果〉

○

○

(2)令和 3年度からは、水質検査計画の項 目にPFOSと PFOAを 加え、市内の

全水源での検査を年 1回実施 しています。

また、渋川 9号井では年 5回検査を実施 し、PFOSと PFOAが 検出された

水源については、給水栓での水道水の検査を実施 しています。

給水栓での水道水中の 目標値を超過 したことはありません。
/L)(令 6

■問い合わせ先
上下水道局長 柴崎 憲― (内線4800)

担当 :総務経営課 (電話0279-2歩 2504)

課長 阿部 等 (内線4810)

総務企画係長 都丸 嘉紀 (内線4825)

2

水源名称 結果 (ng/L)採水年月 日
35令不日2年 7月 7日 渋川 9号井1

692 令 和 3年 2月 2日 渋川 9号井

渋川 9号井 623 令 和 3年 3月 9日

結果 (水源名称 ing/L)採水年月 日
37令 和 3年 3月 9日 渋川 8、 9、 12、 13号1

原 水

13号井

給水

8号井 9号井 12号井
測定 日

161 令不日6年 5月 14日 25
24432 令 和 6年 7月 4日

20 21 213 令不日6年 8月 20日 15 27

35494 令芥日6年 11月 5日
39495 令不日7年 2月 6 日



資料 2

受診率向上のため特定健診や人間 ドックを受診 した

40歳以上の国保加入者に渋 Payポ イン トを付与 します

渋川市は、受診率をよリー層高め、病気の早期発見、
｀
早期治療等による被保険

者の健康増進と医療費の適正化を図るため、国保に加入している40歳以上の人で、

特定健診又は人間 ドックを受診した人に対し、渋Payポイント2,000円分を付

与します。

1背  景

渋川市の国民健康保険の 1人当たりの医療費は、年々増加傾向にあります。

医療費の増加抑制のためには、長期的な視点では、病気の早期発見、早期治療や生

活習慣病の重症化予防を行うことが重要であり、そのためには、多くの人に特定健診

を受診していただくことが必要です。

渋川市の特定健診の受診率は、コロナ禍による大幅な落ち込みもあり、令和 5年度

実績では40。 3%と なっています。これは国の目標値である60%と 比較して約20ポイン

ト低い状況です。コロナ禍の受診率の落ち込みを踏まえ、令和 5年度に策定した第 3

期データヘルス計画では、特定健診受診率の目標値を令和H年度に国の目標値と同じ

60%と なるよう設定しました。

渋川市は、健診未受診者に対する受診勧奨を実施していますが、この目標値に実績

値を近づけるため、健診を受診することでメ)ッ トを得られる仕組みとしてインセン

ティブを付与することで、受診率のさらなる向上とともに、未受診者が健診を受診す

ることによる被保険者自身の健康増進を図ります。

《データヘルス計画》

第 2期データヘルス計画における実績 第3期 データヘルス計画における目標値

R一死 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 Rll

目標値 48.00/。 51.00/O 54.00/O 57.00/O 60.0°/。 45,00/O 48.0°/。 51,0°/0 54.0% 57.0% 60.0%

実績値 43.20/。 27.0% 38.2% 39.9°/0 40.30/0

《1人当たりの医療費の推移》

R一死 R2 R3 R4 R5

医療費 393,020円 385,535円 400,404円 419,691円 447,399円

前年比 4.28% △ 1,90% 3.86% 4.82% 6.60%

2概  要

現在、特定健診は、自己負担なしで受診できますが、特定健診の受診率をよリー層

高め、病気の早期発見、早期治療及び生活習慣病の重症化予防等による被保険者の健

康増進 と医療費適正化を図るため、国保に加入 している40歳以上の人で、特定健診又

は人間 ドックを受診 した人に対 し、渋 Payポ イン ト2,000円 分を付与 します。
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3対 象 者

40歳 から74歳までの国民健康保険加入者で、「特定健診」又は「人間 ドック」を受

診した人

4 ポイント付与の申請

対象者には、市が受診結果確認後 (受診月の翌々月)に 申請勧奨案内をしますので、

申請書に本人確認書類の写しを添えて、郵送、窓口提出、オンラインのいずれかの方

法により申請してもらいます。  
イ

5 ポイント付与の方法

申請内容を確認後、決定通知を送付し、次のいずれかの方法でポイントを付与しま

す。

(1)渋 Pay専用アプリ

(2)渋 Pay専用カー ド (チ ャージ式)

※専用カー ドを持つていない人は、支給決定時にカー ドを交付します

6 ポイントの有効期限  ポイント付与をした日から6カ 月

7 ポイント付与のスケジュール

・ 6月 対象者宛に申請勧奨通知を送付、申請受付開始

・ 7月  書類審査、支給決定
・ 8月  ポイント付与開始

8 周知方法

・広報 しぶかわ及び市ホームページに掲載

・健診実施医療機関に対 し、チラシ掲示依頼
。姑象者に勧奨通知を送付

9 予 算 額  1,571万 6,000円 (紺象見込数6,133人 )

10そ の 他

県内他市では、前橋市が特定健診受診者 を対象に拍選でインセンティブ付与を実施

しているほか、桐生市、沼田市、館林市、藤岡市がウォーキング等の取 り組みに付随

してポイン ト付与を実施 しています。

■問い合わせ先

育都推進部 部長 齋藤 章吉 (内線 H50)

担当 :保険年金課 (電話0279-22-2429)

課長 星野 学 (内線 1130)

国保年金係長 鈴木 龍児 (内線 1135)
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老料 3

しぶかわ電子地域通貨「渋 Pay」 の地域貢献協力金の

活用状況をお知らせします

しぶかわ電子地域通貨『渋Pay」 の地域貢献協力金は、「渋Pay」 加盟店

に換金額の 1%を ご負担いただくもので、こども夢基金に積み立て、「将来世代
への投資」を目的とする事業に活用しています。

これまでの地域貢献協力金の額とその活用状況、令和 7年度の活用予定事業を

お知らせします。

1概  要

令和 4年 12月 12日 か らスター トした、 しぶかわ電子地域通貨 「渋 Pay」 の地域責

献協力金は、「渋 Pay」 加盟店に換金額の 1%を負担 していただくものです。渋川

市は、この協力金 をこども夢基金に積み立て、「将来世代への投資」を目的とする事

業に活用 しています。

2 地域貢献協力金
・令和 4年度 (実績)= 270万 4,880円
。令和 5年度 (実績)=1,228万 4,986円
。令和 6年度 (実績)= 997万 9,174円

3 活用状況

(1)令和 5年度 (実績):199万 5,938円

・渋 Payl%応 援金活用学校図書充実事業

小中学校の図書室に配架す る図書の購入

(199万5,933円 )

(2)令和 6年度 (実績)799万9,711円
。渋 Payl%応 援金活用学校図書充実事業

小中学校の図書室に配架する図書の購入

(198万4,407円 )

▲渋Pay文庫

・渋 Payl%応 援金活用魅力ある学校づ くり事業

校用備品の購入 (体育館用大型扇風機、綱引き用の綱等 :601万 5,304円 )

5
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(3)令和 7年度 (予定)

・学校図書館図書整備充実事業

小中学校の図書室に配架する図書の購入 (200万 円)

・市内高校生連携事業

高校生の放課後自習室「すたでぃばんく」の防犯カメラやデスクライ ト等の

購入 (新規・50万 円)

・庁舎管理事業 (第二庁舎)

学生みんなの自習室「インすたでぃほ―る」の照明器具のLED化 (新規・

30万 1,000円 )

しぶかわ電子地域通貨「渋Pay」 の事業実施状況

1 導 入 日  令和 4年 12月 12日

2 登録加盟店数 (令和 7年 3月 31日 現在)

356店 (う ち渋Payカー ド紺応店舗数は214店 )

3 発行 日利用状況 (令和 4年 12月 12日 ～令和 7年 3月 15日 )

(1)発行額  (チャージマネーやキャンペーンポイン トなど)

・令和 4年度=3億 9,932万6,000円
。令和 5年度 =12億 1,350万 8,472円
。令和 6年度 =10億4,350万8,346円  合計=26億5,634万 2,818円

(2)利用額
・令和 4年度 =2億 7,053万8,820円
。令和 5年度 =12億 2,871万8,472円

・令和 6年度 =9億 9,810万8,564円  合計=24億9,736万 5,8o6円

■問い合わせ先

情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)

担当 :行草・DX推進課 (電話0279-25-8414)

課長 後藤 景太 (内線2450)

改革イノベーション係長 廣田 岡1(内線2443)
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訴料4

渋 Payア プリ相談会を開催 します

渋川市は、しぶかわ電子地域通貨「渋Pay」 のさらなる利用促進を図るため、

渋Payア プリ相談会を開催して、渋Payア プリのインストールや渋Payの
チャージ方法をサポー トします。

相談会で渋Payアプリをインストールした先着 100人に、渋Payポイン

トをプレゼントします。

1 目  的

しぶかわ電子地域通貨 「渋 Pay」 は、渋川市独 自の取 り組み として、利用者が決

済 した金額の 1%を加盟店が負担 し、利用者 と加盟店が協働 して、将来世代へ投資す

る仕組みを導入 しています。

渋川市は、渋 Payの さらなる利用促進を図るため、渋 Payア プ リ相談会を開催

して、渋 Payア プ リのインス トールや渋 Payの チャージ方法をサポー トします。

それぞれの相談会で渋 Payア プ リをインス トール した先着 100人に、渋 Payポ
イン トをプ レゼン トします。

2 開催 日時 B場所

(1)令不日7年 4月 24日 (木 )

(2)令不日7年 4月 26日 (三L)

午前10時～午後 3時 。カインズ渋川鯉沢店

午前10時～午後 3時 。フレンセイ有馬店

3 実施内容 (相談会に来た人が対象 )

(1)渋 Payを 初めて利用する人 と渋 Payカ ー ド利用者を紺象に、渋 Payア プ

リのインス トール及び渋 Payの チャージ方法をサポー トします。

(2)スマー トフォンを持つていない人には渋 Payカ ー ド (磁気)を発行 します。

(3)それぞれの相談会で、渋 Payア プ リをインス トール した先着100人 に、渋 P

a y209ポイン ト (200円相当)をプレゼン トします。  _

4 持ち物

(1)渋 Payア プ リのインス トールが可能なスマー トフォン

(2)渋 Payカ ー ド (磁気)利用者は、お持ちの渋 Payカ ー ド (磁気 )

1 渋 Payア プリの登録者数

4万2,475人 (う ち市民 2万393人)※令和 7年 3月 末時点

7



2 現在実施中のキャンペーンの状況 (渋 Payポイント還元キヤンペーン)

(1)キャンペーン概要

登録力日盟店において、会計時に渋Payで支払いをした場合、支払額の最大10

%分のポイントをその場で還元します。

さらに、渋川市内の事業者が運営する加盟店の場合は、10%分のポイントを加

算した最大20%分のポイントを還元します。

(2)ポイント付与期間  令和 7年 3月 10日 ～ 6月 30日 (月 )

※ポイント付与は、還元ポイントが予算上限に達し次第終了となります

(3)ポイント還元上限

期間中1人 10,000ポイントまで還元します。

※ポイント付与は、還元ポイントが予算上限に達し次第終了となります

(4)ポイント発行済額

4,301万9,769円 (執行率43.02%)※令和 7年 4月 7日 (月 )午前 9時現在

3 過去の相談会の実施状況

(1)令和 5年度
。第 1回 :令和 5年 11月 18日  午前10時～午後 3時・カインズ渋川有馬店

アプ リのインス トール人数 =47人
・第 2回 :令和 5年 H月 22日  午前10時～午後 3時・カインズ渋川有馬店

アプ リのインス トール人数 =29人

(2)令和 6年度
。第 1回 :令和 6年 4月 18日  午前10時～午後 3時・カインズ渋川有馬店

アプ ジのインス トール人数 =21人
・第 2回 :令和 6年 4月 20日  午前10時～年後 3時・ベイシア渋川こもち店

アプ リのインス トール人数 =22人

■問い合わせ先

情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)

担当 :行革・DX推進課 (電話0279-25-8414)

課長 後藤 景太 (内線2450)

改革イノベーション係長 廣田 剛 (内線2443)
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料 5

こんにゃくの PRイ ベント
「しぶかわ★しらたき大作戦 in白 井宿八重ざくら祭 り」が

開催されます

国内におけるこんにゃくの消費が低迷し、こんにゃく粉の在庫が増加している

ことから、取引価格が下落することになり、こんにゃく農家の経営は厳しさを増

しています。

そこで、渋川市は、渋川地区こんにゃく研究会が 4月 20日 (日 )に 白井宿八重さ

くら祭り会場で開催する、「しぶかわ★しらたき大作戦 in白 井宿八重ざくら祭り」

に協力し、こんにゃく生産者をバックアップします。

1概  要

こんにやくの取引価格の下落や資材価格の高騰により、こんにゃく生産者にとつて

厳しい経営状況が続いています。その中で、渋川地区こんにゃく研究会は、こんにゃ

く精粉割合が比較的高い「しらたき」に着目し、新たな食べ方を提案しています。

渋川市産のこんにゃくは、作付面積で全国シェアの約15%程度を占めている重要な

特産品となっています。そのため渋川市は、こんにゃくの消費を促して、生産者をバ

ックアップする手段を検討するため、生産者や関係機関も含めて政策戦略会議を開催

し、同研究会が開催する、こんにゃく製品の消費拡大に向けたPRイ ベントに対して、

会場提供や事業費補助等で協力する方針を決定しましたとこれまでに第 1弾を渋川市

役所本庁舎、第 2弾を渋川駅前広場で開催し、多くの来場者からたくさんのご意見を

いただきました。

この度、「しぶかわ★しらたき大作戦」の第 3弾 として、白井宿人重ざくら祭りの

会場でイベントが開催されることになりました。

2 日  時 令和 7年 4月 20日 (日 )午前10時～

※試食品がなくなり次第終了

3 場  所  白井宿通 り

4 内  容

(1)し らたきサラダの試食 (200セ ット×3種類 (青 じそ 。ごま・シーザー))

(2)レ シピ。ちらし等の配布

(3)パネルによる好きな味投票

5 主  催  渋川地区こんにゃく研究会

9
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7そ の 他

(1)「 しぶかわ☆しらたき大作戦in市役所本庁舎」の実施状況

①開催日時 令和 7年 3月 13日 (木)午前10時～午後 1時

②来場者数 110人

③そ の 他 予定より早くしらたきサラダの試食が終了したため、イベント終了

時間が早まりました

④アンケー トの実施結果
。回答人数 99人 (男性 :37人、女性 :60人、未記入 2人 )

。しらたきサラダの好みの味は?

青じそ :61人、ごま :36人、シーザー :18人、その他 :2人
。しらたきサラダをまた食べたいですか?

また食べたい :96人、あまり食べたくない :1人、その他 :1人、未記入 :1人
。しらたきサラダという食べ方を知つていましたか?

知っていた :21人、知らなかつた :78人
。このイベントがしらたきを食べるきつかけになりましたか?

はい :96人、いいえ :2、 常食 :1人
(2)「 しぶかわ★しらたき大作戦in渋川駅前広場」の実施状況

①開催 日時 令和 7年 3月 29日 (土)午前10時～午後 3時

②来場者数 518人

囲
渋川地区こんにゃく研究会とは

こんにゃくについての効率的な技術体系を確立 し、特産地形成の組織的な実践活動

と交流に関する研究活動を円滑に推進 させるとともに会員相互の親睦・連携を強める

ことを目的とした研究会です。

(事務局 :群馬県中部農業事務所渋川地区農業指導センター)

■問い合わせ先

産業観光部 部長 柴田 宏 (内線4899)

担当 :農政課 (電話0279-22-2593)

課長 山田 豊 (内線4971)

担い手支援係長 川田 美穂子 (内線4975)
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6資

4月 19日 (土)に開催される
「uM・ ェコプロジェク ト

「しぶかわ桜まつり」で
Step3」 を実施 します

O

渋川市 と (株)山田製作所によるUM・ エコプロジエク トの取 り組みとして、 4

月19日 (上)に開催される「しぶかわ桜まつ り」の会場で、特定小型原動機付自転

車への理解啓発を目的として来場者を対象にマイクロモビリティ乗車体験を行う

「 uM由 エコプロジェク ト Step3」 を実施 します。「Step3」 は今回

が 3回 目の実施となります。

1 目  的

渋川市は、免許返納後の高齢者や観光地における移動手段の確保、C02削 減 とい

った様々な課題解決への一助 とするため、次世代マイクロモビリティ 「Lactivo(ラ

クティボ)」 の開発を進める (株)山 田製作所 と連携 し、開発段階か ら安全性等の実証

実験を行 う「UM・ エコプロジェク ト」を共同で進めています。

このたび、限定 したエ リア内で使用 した際のモニタ リングや特定小型原動機付 自転

車への理解啓発 を行 う「UM・ エコプロジェク ト Step3」 として、4月 19日 (土 )

に開催 される 「しぶかわ桜まつ り」に出展 し、イベン ト来場者を対象にマイクロモ ビ

ジティ乗車体験を実施 します。

2 日  時  令和 7年 4月 19日 (土)午 前 9時～午後 3時

(雨天時は、車両展示のみ、または出展を行わない場合があります )

3 場  所  受付 :しぶかわ桜まつ り会場内 ローラースケー ト場付近

走行 :ロ ーラースケー ト場及び渋川市総合公園内

ャンゴ場
‐  試乗ルー ト

(左 回 り 約 0.6klrlm)

！
月

ま
つ
ば

出展ブース

(ス ター ト・ゴール )

※混雑状況等によリルー トを

変更する場合があ ります守
い

~=(→ Aヽ

lg、 レンガ通り

t0

|1辱主車場

o体育館 (管 I里事鶏F斤〕

⑬テニスコー ト

③ローラースケート場

⑬ Jヽ一^ヽ キュー場

⑤里秒トステーゴ

③子ども広場

駐謎



4 対 象 者  16歳以上の人 (飲酒状態の人を除く)

5 体験の流れ
(1)一 コマ15分の枠で 2人まで予約受付
(2)車両操作説明等 5分間、スタンフ先導のもと試乗走行10分間

(3)乗車体験後、アンケー トを実施

▲令和 6年度に渋川駅前通 り歩行者天国で実施 した

乗車体験の様子

6 基本的事項
(1)使用車両

。(株)山 田製作所製 Lactivo(ラ クティボ)

・乗車体験車両 :2台 (市販車両)、 先導・追随車両 :各 1台 (試作車両)

(2)仕  様
・分  類  特定小型原動機付自転車
・速  度  最高速度 :12km/h、 歩道走行モー ド:6 km/h
・走行距離  1回の充電で30km
・免  許  不要
・年 ・ 齢  16歳以上
・ヘルメット 法令上努力義務とされている乗車用ヘルメットについては、事故

の被害を軽減するため着用します

7そ の 他
Lactivo(ラ クティボ)は、国の定める保安基準に適合 していることが確認 され、

特定小型原動機付 自転車 としては 「四輪」で唯一、性能等確認制度に適合 した車両に

な ります。 (令和 7年 3月 31日 時点 )

L'



囲
l UM・ エコプロジエク トとは

「universal(み んなの)」 ×「Mobility(乗 り物)」 や 「Us
eful(便 利な)」 ×「Moving(移 動)」 の『 UM』 と、化石燃料を使わな

い電気で充電する『エコ』を組み合わせた、人と環境に優しい珂文り組みです。

山田製作所の「個人の移動をもつと自由に」という想いと、渋川市の “誰もが生き

生きとした人生を送ることができる共生社会実現"に向けた取り組みが合致し、人と

環境に優しい「UM。 エコプロジェクト」として推進するものです。

2 これまでのスケジュール
順  序 内  容 時  期 体験数

走行
テス ト

渋川市内一般道で走行テストの実施
。安全謙習会開催 (市職員・山田製作所・群馬県警察)

R5,7.31 22人

Step
1

市職員に限定 した使用
・渋川市役所本庁舎～第二庁舎間の移動

R5.10.23
ハツ25

20人

Step
2

市職員に限定 し使用範囲の制限を広げた使用 (市職員 )

。業務で近距離の移動

R6.5.7
^ツ 24

9人

Step
3

市民等多くのユーザーを想定して限定したエリアで使用
・イベ ン ト時にお ける試乗体験ブースの

―ル ドワーク (ユ ニノ
設置

・伊香保温泉 フィ
ズムの推進に向けたワークショップ)

ベーサルツーリ

R6.6.29

R6。 11.30

31人

40人

■総合戦略部 部長 鴻田 吉史 (内線2410)

担当 :政策戦略課 (電話0279-258419)
課長 小野 篤史 (内線2420)

未来戦略係長 齋藤 大輔 (内線2423)

五五'ユ
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7

三国脇往還白井宿第32 ]爾酔の句会を開催 しますロ

白井宿の町並みや八重桜などにちなんだ俳句を投句してもらう「三国脇往還白

井宿第32回 :爾酔の句会」を、白井宿八重ざくら祭りと同日の4月 20日 (日 )に開催

します。

なお、この事業は、渋川市20周 年記念事業として開催します。

1 目  的

県内外の俳句に興味のある方々に参加を呼びかけ、三国街道の脇往還である白井宿

の先人の営みに触れる機会 として 「句会」を開催 し、地域文化振興 と多 くの人々との

交流の場 とし、活力ある明るい豊かなまちづ くりを目的とするものです。

2概  要

参力日者は、白井宿にて吟行し、宿の町並みや堰、人重桜や同日開催の令和 7年度人

重ざくら祭りにおける六斎市、武者行列の様子などにちなんだ俳句を2句投句します。

投句された句から、選者が大会大賞 。群馬県知事賞・群馬県俳句作家協会長賞・渋

川市長賞・渋川市議会議長賞など各賞を選句し、表彰を行います。

3開 催 日 令不日7年 4月 20日 (日 )

※受け付けは、年前 9時～正午

4 会  場 受け付け=渋川市地域福祉センターこもちの揚

受け付け及び吟行 =白井宿

5 参加資格

俳句に興味のある方であればどなたでも参加できます。

吟行句 2句は未発表作品とします。

投句のための筆記用具をお持ちください。

6参 加 費

(1)一般 (高校生以上)=1,000円
(2)小 。中学生 =500円

※句集代・送料等 として、当日受け付けにて徴収 します

7 表彰及び句集

(1)選句は選者が行います

(2)各賞受賞者には賞状を、参力日者全員に句集を後 日郵送 (令和 7年 7月 下旬頃を

予定)します

※句集には渋川市20周年を記念 した特集を掲載 します

(3)大会大賞作品は、句石卑になり白井宿に設置 されます

≧5



8選  者
。中里 麦外

・木暮陶句郎
・山本 素竹

氏 (群馬県俳句作家協会顧間、群馬県現代俳句協会顧問、言霊俳句

会主宰)

氏 (ひろそ火主宰、群馬県俳句作家協会会長)

氏 (禰酔の句会実行委員会会長)

囲
直近の開催状況
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:参加者86人

:参加者97人

:新型 コロナウイルス感染症拡大の影響により中止

:新型 コロナ ウイルス感染症拡大の影響により中止

:新型 コロナ ウイルス感染症拡大の影響により延期

:参加者73人

:参加者71人

■間い合わせ先

教育部 部長 西脇 正悟 (内線4930)

担当 :生涯学習課 (電話0279-22-2500)

課長 照井 智子 (内線4950)

生涯学習係長 村尾 洋明 (内線4954)

乙6



Vヽ金

榔 邸

。わ
消
学
Ｏ
隆
爬
鯉
倫
尽
箪
細
悩
終
劉
料

，
廿
＄

（艘
串
）
Ｖ
ゝ
十
四
心
ミ
徐
８
歯
Ｐ
岳
＋

鑓
鮮
竹ＧＲ尊桜

上
夢
ふ
Ｉ
勝
ｉ
３
卜
○

（投
半
）
ν
ゝ
雀

∞
部
十
心
ミ
雀

０
経
＋

〈惇
里
い
姻
鯉
煮
ｄ
〉

瓜
拶
▽
　
■
研
句
Ｇ
任
根
く

」
Vよ

l‐巨v

。‘
Ю
艇
Ｖ
Ｄ
欄
袴
Ｗ
〔
控
爬
緯
嶺
亜
駆
盟

。わ
“
常
Ю
顕
出

漁
報
賦
Ｇ
出
製

Ｇ́
慨
Ｇ
羅
撃
瑠
窟
Ю
ヽ
里
上
ハ
て
予
型
眠
ロ
ロ

。３
Ю
報
Ｖ
殴
露
ｌＪ
中

「暇
冊
観
娯
Ｇ
や
つ
ロ
ー
郎
ハ
剌
翠
理
督
裂
催
三
翼
」
壼
暇
冊
餌

徹
■
Ｂ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

輿てくぐ・い争尊喩組 '{ぐ く

“

雄嗚

猟蕪 G→(a,1蜂 e▼慕「te    N臼 ぷ泰8,(ど てⅢ)

電槃やt(ミつ誉 T′(G裡ぐ歳    →ヤ鍬筆心(準 窯午)

インち や 峙 Q■ い や 終 Gや てⅢ 華   小り黙 郎楽 (t′9雪 Ⅲ )

挙韓螺GI(望 ぐ韓ぺヽぺ等    け窯 幕ミ(ポ てⅢ)

啜華韓■3構 こRG'〕に マ    ヽ電 キ→り(ペ マⅢ)

(く 洵 や 革 掟 中 リ カ Qい (▼ イ′工ι 想劇買 齋 いじ(ヽ て 4)

■ttt G仲 ヾ雫監章窯ぺ      単峙■ヽ多(とな守Ⅲ)

ぐ帯 0今Υ中堂黒望く G墨    鍾雑 (ぐ (饗 てⅢ)

韓駕 ,鷺 回こ章郭 naホ t｀ やミく望‐――Ⅲ■

．卜
Ｖ
攀
煮
Ｐ
Ｖ
桝
弯
む

う
ヽ
ｏ
〓
監
脚
』
〓
累
日

「綸
伊
日

ｋ
ａ

（
９ 軍

届
印

ド
こ

壼
猟

お
〕

削K撃皆
箇
運
崇
印

=ヱ"I鶉

観
卍 e

察ヽ
（）
々
〓

0 e0
墜
10

∝0

自
9 9 0

智
樋
制◎ 三ヽE饉削]N(で l

“

‖墨灼旺聴巽

撃
円
く
ｈ
ｐ

　ヽ
　
桑
卜

０

ご

田
隈
削

一に

9
Ｋ

段

９

Ｄ
＜
筆
ぃ

癒
卜

よ

ａ
ｎ
υ

、
、
に

一
０
一
正隠

硬
硼

】
趨
ｎ
４
“
却

ｅ

も
≪
質

　

的
り
∞
に

卜

〔

ヽ

ζ

観llDli雪

牟」′ヽ嚇一

，

６

バ

〕

圏
冬
ら
β
軍
つ

魚 尺

本
Ｇ
ｒ
つ
よぅ
―
ふ
ふ
中
黙
槃
耳
聟
骨
く
英

蓉
　
　
印

ず

れ
製
〉
Ｄ
雫
弔

望
姿
４
郎
輻
煙
や
４
４
多
霊
４
Ｇ
Ｏ
輛
※

（瑠
劇
）
ｏ
ｏ
ｎ
飩
―
ミ
ミ
１
０
卜
∝
０
職
碑

賠
節
朴
熙
割

ぐ
販
呻
任
零
祥
煮
英

ポ
コ
鼻
ｍ
と
臣

珠
蕉
絲
ば
Ｌ
　
叙
　
　
螺

囃
Ｗ
繋
準
権
▼
隅
Ｚ

一
一
く
ヽ
喧
帯

切
ぶ
‐卜
喧
砧
　
黙
留
帯
ギ
■

蔀
禁
ヾ
収
任
質
奏
　
輩
ゞ
輩
　
熙
　
　
起

蔀
梨
範
十
ｕ

蔀
乖
襟
熊
翠
都
熊
拝
質
泰

蔀
挙
ヽ
せ
０
挙
Ｌ
喧
輩
　
孤
撃
Ｒ
嬢

蔀
瞑
尊
こ
悠

ぐ
Ｏ
Ｇ
宙
嶺
憚
峠
゛
瑚
蝉
奮
回
１１１
　
細

冬
Щ
韓
任
部
特
く
宴
　
格
て
察
　
理

判  ‖

暫



Iト

| 皿
回

（
　

　

）

ω
　

口長
偽
驀

瀾

蝉
箪
朴
）
期
朴
■
・苺

∝
　

　

襲
―

出

ふ
く
ａ
ト

即

憔

勺

ふ
徽
今
卜

申

迷

勺

座

起

勺

中
鞭
瀧
駆

緊
奉
曇
ヽ

急
Щ
曇
礁

や

　

埋

。こ
和
報

Ｖ
゛
ｔ
紀
望
奪
朋
里
Ш
期
部
Ｆ

，引
Ｇ
る
番
零

，く
朧
鞠
却
督
冊
附
轍

奎

榊
烈
番
景
偽

部
ｇ
Ｇ
跳
篠
憚
休
狙
四
起
盤
回
―――

攣
林
皿
＼
娯
Ｇ
や
つ
肖

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

釜

ｏ
と

い
十

‥
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

。卜
幅
０
唸
や
斌
Ｇ
朝
挙
と

，
期
坤
そ
遭
誤
廼
対
撃
―
※

。酬
聖
伸
組
晨
華
神
製

′翠
Ｇ
〕

。離
照
却
爛
惚

・
瓢
曖

躙
終
埋
湛
】
冨
Ｚ

・
想
御
ぶ
ふ
曜
維

・
組
却
歴
廉
岬
引

・
想
嘱
鶴
遼
ぎ
ヌ
糧
三
部

・
超
哨
拉
驀
程
三
巡

・
組
哨
穏
郁
礎
催
煮
遵

・
氣
囀
糧
ミ
連

・
瓢
曜
印
撃
К
雄
ｇ
迷
咲
躍
維

，
斌
齢
黒
蛍
曜
穣

・
懇
＜
憩
＜麹肛

（Ｅ
降
堅
）

暉
報
節
唖
憮
越
駅
報
ｇ
Ｇ
説
緩
　
冒

導
鵬
　
持
ヨ

噂
蔀
ぐ
撃
Ｋ
雄
ｇ
恙
殴
曜
維

糾
料
思
や
ぐ
０
　
】

」Ｈ
Ｆ
鰹
榊
柊

絆
相
ぐ
ｇ
恙
鵬
＝――ェ

臣
艇
節
澪
ｇ
迷
ゼ
邸
殴
曜
維

匪
睡
部
攀
К
蛙
ｇ
迷
蛾
曜
維
　
Ｈ

示
隅
　
酬
子

。卜
桝
Ｄ
捜
挙
却
唱
蛙
想
く

′と
に
弾
ｇ
製
§
ヽ
望
禅
製
Ｇ
猟印

四

（投
脂
Ｇ
薯
０
作
駅
卜
）
。杯
猟
Ｄ
ｓ
型
得
榔
蝶
ｇ
翌
賦
割
神
ｇ
部

。棒
桃
Ｄ
Ｏ
璃
得
）
や
牟
領
刊
鰈
ｇ

′迪
奉
維
К

・

。杯
郷
罵
和
廻
認
翌
鯉
煮
皿
０
梗
遭
越
ｇ

′煙
唱
蛙
組
＜
ぐ
＜

・

（
。卜
褐
⇒
縛
哩
つ
建
ヘ
ー
て

く
―
糧
糧
）
。卜
ゝ
０
筆
刺
翌
綽
瓢
く
Ｖ
榊
ヌ
望
Ｖ
協
尊
ｇ
Ｉ
Щ
Ю
　

煙́
喋
韓
超
く

。

。卜
”
と
に
徒
神
製
吏
ｇ
四

。

。と
和
製

〉
Ｖ
う
議
鯉
連
と
顔
訂
缶
馬
Ｐ

，
ド
管
蓉

″煙
華
眠
ｇ
部

（中
堅
】
唱
蛙
熊
訳
ｋ
）
惚
猟
ｇ
ミ
　
ｇ
峰
省

。こ
和
報
〉
い
位

４
辿
章
瑯

引́
Ｇ
ｓ
爵
Ｓ

く́
硝
拘
ｅ
Ｏ
長
な
埒

。卜
ゝ

二
ν
Ｄ
草
唯
ｐ
翌
部
風
柊

ミ́
匹
Ｇ
こ
ぷ
連
練
瑕
壬
ミ
ヽ
※

。卜
桃
０

ａ
盤
程
榔
箪
啜
ｇ
部
）
≪
郎
冨
対
頷
黒
ヽ

紳́
潤
任
民
ヽ
※

鯉
嗽
題

′蓉
Ｇ
い
つ
嘲

―
ヽ
ふ
単
薄
蝉
答
翼
程
三
茎

Ｗ
机
半
摺
０
長
堂

０
経
＋

（
Ш
）
皿
〇
［
唄
ヾ
母

ド
犀
↑

。Ｇ
つ
禦
く
苺
い
翌
鯉
煮
皿
幻
梨
当
齋
衆
狙

″ぼ
に
部
福

′糧
樵
Ｋ

′整
襲
翠

′て
鸞
Ｄ
烈

′Ｌ
煮
７
Ю
∩

騨́

′ぐ
溜
無
Ｇ
鯉
煮
皿

。倖
望
鯉
兼
皿
　
　
小

峰

営
◆

（。と
和
椛
〉
ぺ
澪
鞠
い
ヽ
と
や
ｄ
朧
Ｇ
ｓ
想
４
●
貿
鸞
柏
Ｖ
）
。）
０
対
静
葉
瀾

′ぐ
獣
０
※

巳
０
０
い
　
　
¶
那
■

，
く

配
ｏ
ｏ
ｏ
ゴ
　

　

嬰

―

駅

磯負
礁
◆

叫
　
　
Ｆ
◆

Ｆ
　
　
幽
◆

Ｆ
　
　
部
◆

座
蓉
こ
鷹
◆

世
　
　
匝
◆

印

ロ

。ヽ

将
う
Ｖ
ミ
牟
▲
可
く
０
冬
せ
「嵩
騒
」
，
ｓ
可
起
帯
Ｇ
「嵩
」
Ｇ
買
ち
ヽ
い
、
や
ふ
い
う
）嵩
嘗
ぐ
廻
」

回
祥
Ｇ
解
柱
濫
榔
囃
導
報
ち
ｗ
う
郎
傘
報
Ｇ
報
装
Ｐ
Ｎ
唖
攣
煮
颯
望
Ｙ
‘
低
爪
′対
「騒
」
Ｇ
「¶
悪
」
頃
１１ｌ
Ｇ
鞭
里

…
髯
¶
Ｇ

「占
議
」

。ヽ

格

ム

Ｖ
う
報

団
弾
嶋
撃

Ｑ
ゞ
Ⅸ

Ｆ
巻

′
Ｄ
囃
雌

や
０
畿

Ｇ
¶
軍
値

・
↑

・
辛
＜
任

′
●

代
蝉
叶
∞
ｒ
賛
昨

′
桜

褐

。ヽ

褐

０
く
と
響
歴

伸

「争

Ｆ
Ｑ
嵩
懸

回
ミ
ω
紙
」

′
や
伴
くド

。昔
ω
∞

ざ

雄

ｓ
弓
聖
峠

Ｑ
や
く

呻
ｈ
邸

伸
Ｆ
器

″′く
ぐ
却
黎
繋
唾

Ｑ
く
ぺ
報
０
６
可

。桜

０
協
ム
Ｐ
く

０
米

蝉
紹
畿

製
ｅ
早

禅
ポ
頂

′連
ヽ
野

桜
や

わ
眠
無

中
憩
峠

組

′
Ｖ
Ｏ
】

。報

Ｄ
稲
と
Ｖ
β
く
離
制
く

聖
ヾ

■
弾
篭

襲
任
礁
■

中
ヾ
代
圧
回

ミ
咀

任́

榊

′↑
器

Ｑ
神

′
螢
憩
煮

ｕ
く

ｏ
代
Ｐ
鯉
部
醍

Ｑ
製
趣

□

―ｌｔ

′￥
彗
Ｌ
爪

。ヽ

葛

ｓ

鸞
冬

「
て

呻
い
型
」

ム
伸

い
総

て
伸
代
ヾ
Ｎ

・
無
Ｈ

・
田
熙

′螢

里
煮

佃
俸

三
ぷ

要
わ
‘

剛
咽

1心


